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種子島から得られた標本に基づく鹿児島県初記録となるオオクチヌメリ

松本達也 1・本村浩之 1

A single female specimen (71.4 mm standard length) of Eleu-
therochir opercularis (Valenciennes, 1837) (Callionymidae) was 
collected from Tanega-shima island, Osumi Islands, Japan. Al-
though in Japanese water E. opercularis has been recorded from 
southern Honshu, Shikoku, Kyushu and the Ryukyu Islands, 
there were no specimen-based records from Kagoshima Prefec-
ture. Therefore, the presently reported specimen represents the 
first record from Kagoshima Prefecture.
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 Abstract

ネズッポ科オオクチヌメリ属 Eleutherochir Bleeker, 1879

に対しては，標徴と属内に含まれる種数に複数の見解があ

る．Nakabo (1983)は，下顎先端部に複数の肉質突起をも

つことと口裂が左右に大きく開くことにより Eleutherochir

を定義し，属内に 6種を認めた．一方，Fricke (1983)は第

2背鰭と臀鰭に分枝鰭条をもつこと，両眼間隔が眼径より

も大きいこと，鰓蓋膜後端が胸鰭基部に達すること，およ

び下顎に少数の微小な肉質突起をもつことにより本属を

定義し，属内に 1種のみを認めた．Eleutherochirのタイプ

種であるオオクチヌメリ E. opercularis (Valenciennes, 1837)

は，上記における両見解のいずれの場合も本属として扱わ

れ，東インド洋と西太平洋の沿岸部に広く分布する（Fricke, 

1983; Nakabo, 1983）．

2025年 7月 28日に鹿児島県大隅諸島種子島から 1個体

のオオクチヌメリが採集された．これまで本種は，日本国

内においては千葉県夷隅川河口から琉球列島にかけて散

発的に記録があり（Nakabo, 1983；石川，1997；鈴木・瀬

能，2005；片山ほか，2011；土居ほか，2012；緒方・村瀬，

2022；犬塚ほか，2024；永井ほか，2025），鹿児島県内か

らは Nakane et al. (2011, 2013)による標本に基づかない記

録のみが知られている．したがって，種子島から得られた

オオクチヌメリの標本は，本種の鹿児島県からの標本に基

づく初めての記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は，Nakabo (1982)にしたがった．体各

部の計測はノギスを用いて 0.1 mm単位まで行い，計測値

は体長に対する百分率で示した．記載標本と過去の記録と

の形態を比較するにあたり，Fricke (1983)は体長や頭長な

どの計測方法が Nakabo (1982)と異なっているため，その

数値を引用しなかった．標準体長は体長または SLと表記

した．オオクチヌメリ属 Eleutherochirの標徴と本属に含

まれる種については Nakabo (1983)と中坊・土居内（2013）

の見解にしたがった．生鮮時の体色の記録は，ホルマリン

固定の前に撮影された標本のカラー写真に基づいて記載

した．標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村

（2009）に準拠した．本研究に用いた標本は鹿児島大学総

合研究博物館に保管され，上記の生鮮時の写真は同館デー

タベースに登録されている．本研究で用いた研究機関略号

は，KAUM（鹿児島大学総合研究博物館），USNM（スミ

ソニアン国立自然史博物館），および YCM（横須賀市自然・

人文博物館）である．

Eleutherochir opercularis (Valenciennes, 1837)

オオクチヌメリ
（Figs. 1, 2; Table 1）

標本　KAUM–I. 219495，雌，体長 71.4 mm，鹿児島

県熊毛郡中種子町納棺長浜海岸（大隅諸島，種子島）

（30°32′44.5″N, 130°55′47.6″E），水深 0.2 m，手網，2025年

7月 28日，松本達也．
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記載　体各部の計数・計測値を Table 1に示す．頭部は

強く縦扁し，体部にかけて側扁する．体背縁は吻端から第

1背鰭起部にかけてほぼ一直線に緩やかに上昇し，第 1背

鰭起部から第 2背鰭起部間は体軸に対してほぼ水平とな

り，第 2背鰭起点から尾柄にかけて緩やかに下降する．体

腹縁は下顎前端から第 1背鰭直下にかけて緩やかに下降

し，そこから臀鰭起部にかけて比較的急傾斜で上昇したの

ち，尾柄にかけて緩やかに上昇する．体高は第 1背鰭直下

において最大となる．頭部と体部の表面に鱗はない．下顎

前端は上顎先端よりもわずかに前方へ突出する．下顎先端

部には，9個の微小な肉質突起が左右へ向かい 1列に並ぶ．

主上顎骨の後端は眼窩前端の直下に達しない．鼻孔は吻端

と眼窩の間のやや眼窩側に位置し，縁辺は管状．眼と瞳孔

は共に前後方向に僅かに長い楕円形で，側面から見て頭部

背縁へ眼径の 3分の 1程度突出する．両顎には微小な円錘

歯を多数もつ．鋤骨と口蓋骨の上に歯帯はない．前鰓蓋骨

棘は眼径とほぼ同長で，背側に向かってやや湾曲する．前

鰓蓋骨棘の背縁には 6本の小棘が並ぶ．鰓蓋膜は薄く，胸

鰭基部付近までよく伸長する．左右の鰓蓋膜は峡部前方で

連結する．鰓孔上方から尾鰭基底にかけて，1本の側線が

ある．体側，体背面，および体腹面には皮摺はない．肛門

小突起はきわめて微小で，その長さは瞳孔の直径よりも小

Fig. 1. Fresh specimen of Eleutherochir opercularis (KAUM–I. 219495, female, 71.4 mm SL) from Tanega-shima island, Osumi Is-
lands, Kagoshima Prefecture, Japan. A: lateral view; B: dorsal view; C ventral view.
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さい．第 1背鰭の棘条はいずれも軟質で，第 2棘が最長．

第 2背鰭は第 4鰭条が最長で，第 4，第 6，および第 8鰭

条は先端付近で 2分枝する．最終鰭条は基部で 2本に分枝

し，それぞれが先端付近でさらに 2分枝する．臀鰭の起部

は第 2背鰭第 3鰭条直下に位置する．臀鰭は第 8鰭条が最

長．臀鰭最終鰭条は基部で 2本に分枝し，前方の鰭条は先

端付近で 3分枝，後方の鰭条は先端付近で 2分枝する．尾

鰭は後方縁辺がやや丸みを帯びた載形を呈し，各鰭条間の

鰭膜の縁辺は浅く切れ込む．胸鰭基部は第 1背鰭起部直下

よりも前方に位置する．胸鰭は背側の 1鰭条が不分枝で，

それ以外の鰭条は全て分枝する．胸鰭は第 8鰭条が最長で，

その先端は臀鰭起部直上を越える．腹鰭は扇状で，その起

部は鰓孔直下より前方に位置する．腹鰭は第 5鰭条が最長

であり，第 1鰭条のみが不分枝で他の鰭条は全て分枝する．

腹鰭鰭膜の縁辺は第 1・2鰭条間と第 2・3鰭条の間のみ浅

く切れ込む．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―体部と頭部の背側は黄

褐色を呈し，小さな暗色斑が不規則に散在する．体部と頭

部の腹側は下顎覆面を除き白色か光沢を帯びた黄色を呈

し，微小な暗色斑が多数散在する．体腹面の肛門付近は青

みを帯びた白．下顎覆面は褐色を帯びた橙色で，微小な暗

色斑が散在する．瞳孔を除く眼球は光沢を帯びた黄褐色，

瞳孔は濃紺．第 1背鰭の鰭条は赤みを帯びた黄色を呈する．

第 1背鰭鰭膜の地色は黒で，鰭条と同様の赤みを帯びた黄

色斑が不規則に散在する．第 2背鰭と臀鰭の鰭条の地色は

明るい橙色で，一部の鰭条上には不規則に 1暗色斑がある．

臀鰭鰭条の先端部は白色を呈する．第 2背鰭と臀鰭の鰭膜

はほとんど透明．尾鰭鰭条の地色は暗い黄褐色で，上葉側

の 4鰭条には不規則に数個の暗色斑がある．尾鰭各鰭条の

先端部は白色を呈する．胸鰭鰭条の地色は橙色で，特に基

部付近に微小な暗色斑が密にある．腹鰭はほぼ一様に黄褐

色で，鰭条先端部のみ白色を呈する．

分布　オオクチヌメリはインド，スリランカ，マレー
シア，日本，台湾，フィリピン，インドネシア，パプア

ニューギニア，およびソロモン諸島から記録されている

（Fricke, 1983, 2001; Nakabo, 1983; Shao et al., 2008）．日本国

内からは神奈川県横須賀市秋谷海岸（永井ほか，2025），

静岡県の西伊豆町宇久須川河口と静岡市三保半島沿岸の内

湾（犬塚ほか，2024），徳島県阿南市那賀川河口（土居ほか，

2012），高知県香南市夜須川河口（片山ほか，2011），およ

び沖縄県の国頭村与那川（沖縄島）と石垣市米山（石垣島）

（Nakabo, 1983）から標本に基づき記録されている（永井

ほか，2025: fig. 3）．また，本種は宮崎県宮崎市大淀川河

口（緒方・村瀬，2022）と大分県佐伯市米水津湾（永井ほか，

2025）および竹富町トゥドゥマリ浜（西表島）（鈴木・瀬能，

2005；永井ほか，2025）から写真に基づく記録があり，千

葉県いすみ市夷隅川河口（石川，1997）と鹿児島県吹上浜

（Nakane et al., 2011, 2013）から標本・写真に基づかない記

録がある（永井ほか，2025: fig. 3）．本研究により鹿児島

県中種子町納棺長浜海岸（大隅諸島，種子島）における本

種の分布も確認された．

備考　Nakabo (1983)は，下顎先端部に複数の肉質突起

をもつことや，口裂が体側側へ大きく切れ込む形態的特

徴に基づきオオクチヌメリ属 Eleutherochirを定義し，中

坊・土居内（2013）は，第 1背鰭をもつこと，第 2背鰭

鰭条数と臀鰭鰭条数がともに 9であること，両眼間隔が

眼径より広いこと，および側線より腹側の体側に皮摺を

もたないことにより，オオクチヌメリ E. opercularisが日

本産同属他種と識別されることを示した．Fricke (1983)は

Eleutherochirを E. opercularis 1種のみで構成される単型属

とし，第 2背鰭と臀鰭に分枝鰭条をもつこと，両眼間隔が

眼径よりも大きいこと，鰓蓋膜後端が胸鰭基部に達するこ

と，および下顎に複数の微小な肉質突起をもつことを本属・

種の標徴とした．記載標本は，下顎先端部に複数の肉質突

Table 1. Counts and measurements of Eleutherochir opercularis. 
The previous studies included Nakabo (1983) (n = 2), Kata-
yama et al. (2011) (n = 1), Doi et al. (2012) (n = 2), Inuzuka 
et al. (2024) (n = 3), and Nagai et al. (2025) (n = 1).

Present 
study

Previous 
studies

KAUM–I. 
219495 n = 9

Total length (mm) 90.7
Standard length (SL; mm) 71.4 19.7–65.7
Counts
Dorsal-fin rays IV-9 IV-8–9
Anal-fin rays 9 8–9
Pectoral-fin rays i + 22 i + 22–24
Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
Caudal-fin rays ii + 8 + ii i–iii + 6–10 

+ ii–iv
Measurements (as % of SL)
Body width 21.1 20.9–29.9
Body depth 19.0 16.0–23.8
Caudal-peduncle depth 8.1 8.7–14.3
Pre-dorsal-fin length 39.2 37.8–48.3
Caudal-fin length 27.3 24.0–35.0
Head length 34.2 27.3–43.7
Eye diameter 6.9 6.5–11.2
Snout length 10.4 9.2–13.7
Upper-jaw length 12.2 9.3–14.7
Interorbital width 7.1 6.0–8.6
First dorsal-fin spine length 10.6 8.3–11.5
Second dorsal-fin spine length 12.3 8.3–12.4
Third dorsal-fin spine length 10.6 6.9–10.9
Fourth dorsal-fin spine length 7.0 3.1–6.5
First dorsal-fin ray length 11.5 10.0–13.6
Last dorsal-fin ray length 9.5 10.2–12.6
First anal-fin ray length 7.3 5.4–10.0
Last anal-fin ray length 11.1 10.7–16.0
Pectoral-fin length 24.6 21.6–25.2
Pelvic-fin length 25.4 23.1–34.5
Preopercular spine length 10.4 6.5–11.3
Anal-papilla length 1.4 0.6–1.8
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起をもつこと，口裂が左右に大きく開くこと，第 1背鰭を

もつこと，第 2背鰭鰭条数と臀鰭鰭条数がともに 9である

こと，両眼間隔が眼径より広いこと，第 2背鰭と臀鰭に分

枝鰭条をもつこと，側線より腹側の体側に皮摺をもたない

ことなどの特徴が，Fricke (1983)と Nakabo (1983)，中坊・

土居内（2013）の示したオオクチヌメリ E. opercularisの

特徴にいずれもよく一致したことから本種へ同定された．

記載標本の各計数・計測値を，過去に国内から報告さ

れた本種の標本の計数・計測値（Nakabo, 1983；片山ほ

か，2011；土居ほか，2012；犬塚ほか，2024；永井ほか，

2025）と比較したところ，過去の標本の数値とよく一致し

た（Table 1）．計測項目においては，尾柄高（記載標本 8.1% 

SLに対し，過去の標本は8.7–14.3% SL），背鰭第4棘長（7.0% 

SLに対し，3.1–6.5% SL），および背鰭最終軟条長（9.5% 

SLに対し，10.2–12.6% SL）の 3項目が先行研究に示され

た計測値の範囲内に含まれなかったが（Table 1），いずれ

もわずかな差異であること，および記載標本は比較に用い

た先行研究の標本よりも大型であるため成長変異の可能性

が考えられることから，種内変異の範囲内と判断した．

これまでに日本国内から採集されたオオクチヌメリの

最大標本は，沖縄県国頭村与那川で採集された 66.3 mm 

SLの標本（YCM-SP 7600; Nakabo, 1983）であったが，記

載標本の体長（71.4 mm SL）は YCM-SP 7600を上回って

おり，現在知られている国内から得られた本種の最大標本

である．なお，現在知られている本種の最大体長は 77.9 

mm SL（USNM 228961, Philippines; Fricke, 1983）である．

また，記載標本の右体側をアルコール置換後に切開し，腹

腔内を観察したところ，よく肥大した生殖腺と卵母細胞

とみられる組織（最大で直径約 0.4 mm）を確認した（Fig. 

2A）．以上から，記載標本は雌の成熟個体と考えられる．

Fricke (1983)は本種の雄の肛門小突起長が，雌のそれ

よりも長いことを示した．永井ほか（2025）も三浦半島

沿岸から得られた雌個体（肛門小突起長は 0.6% SL）の計

測値と，過去に記録された雄個体（1.3–1.8% SL: Nakabo, 

1983；犬塚ほか，2024）の計測値に基づき，Fricke (1983)

の見解を支持した．一方，雌とみられる記載標本の肛門

小突起長は体長の 1.4%であり，Nakabo (1983)や犬塚ほ

か（2024）に示された雄個体の計測値の範囲内に含まれ，

Fricke (1983)の見解を支持しなかった（Table 1; Fig. 2B）．

また，Fricke (1983)は本種の雌は背鰭第 1棘が雌よりもや

や伸長すると示したが，記載標本の背鰭第 1棘長は先行研

究に示された雄個体の計測値の範囲内（Nakabo, 1983；犬

塚ほか，2024）に含まれた．本種の形態的雌雄差について

は，さらに多くの標本に基づく詳細な検討が必要である．

オオクチヌメリの国内における記録は「分布」の項に

おいて記述したとおりである．鹿児島県内における本種

の記録として，Nakane et al. (2011, 2013)により薩摩半島西

岸の吹上浜から 5個体（16–23 mm SL）の報告があるもの

の，その文献中に証拠となる標本の情報や図などは示され

ていない．また，須田ほか（2014）は，Nakane et al. (2013)

を引用したうえで吹上浜におけるバケヌメリ Eleutherochir 

mirabilis (Snyder, 1911)の分布を記録した．しかし，実際に

は Nakane et al. (2013)にバケヌメリの種名は示されておら

ず，同属魚類としてはオオクチヌメリ E. opercularisの学

名のみが示されている．Nakane et al. (2011, 2013)と須田ほ

か（2014）に示された種名のどちらが正しい種同定かは不

明であるものの，いずれにせよ再検証可能な標本情報がな

いことや，単一の出典に基づき再同定の言明などがないま

ま異なる種名が示されていることから，Nakane et al. (2011, 

2013)と須田ほか（2014）による記録は本種およびバケヌ

メリの確実な記録として扱うべきではない．したがって本

研究で報告した種子島産の標本は，大隅諸島ならびに鹿児

島県からのオオクチヌメリの標本に基づく初めての確実な

記録となる．

本種は汽水域の砂底に生息するとされ（中坊・土居内，

2013），これまで日本国内から記録された個体の多くも河

口域から採集・記録されている（片山ほか，2011；土居ほ

か，2012；緒方・村瀬，2022；犬塚ほか，2024）．本研究

による記載標本も，小規模河川の河口近くの砂底において

採集されており，中坊・土居内（2013）が示した本種の生

息環境によく一致した．

Fig. 2. Preserved specimen of Eleutherochir opercularis 
(KAUM–I. 219495, female, 71.4 mm SL). A: right side of 
body and ovary; B: enlarged view around anal papilla. A and 
B are temporally stained with cyanine blue.
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